第18クール
マッチング班引継書

各班に分かれた後のオリエンテーションでボランティアに伝える事項
全体オリエンテーション前
①　出迎え、２階へ誘導
②　名札の記入誘導（ナマエ、日付）
③　着席誘導
④　ビブスの配布・・今後方法は要検討
⑤　高速道路無料証明書の提出をＶｏに依頼（全体オリテでも声掛け）
⑥　各班での訪問ファイル一式を手元に用意
⑦　運転ボラに当日受付（QRコード）確認
⑧　運転ボラ免許証コピー、アルコールチェック
⑨　運転ボラにバディコム渡し、使い方説明する
⑩　軽トラＶｏ（自家用車）には、マグネットと「災ボラ活動車両」を渡す

各班オリエンテーション伝達事項　☆本部のところに入れておく書類は抜いておく
1 参加の御礼、人数確認（班内で自己紹介）
2 班のボランティア全員に班シールをビブスに張ってもらう
3 活動紹介票に名前(カタカナ苗字)を書いてもらう
4 リーダー・送迎・軽トラ担当を決め該当のシールを張り、活動紹介票のそれぞれ名前の横に役割を書く
5 活動紹介票にリーダー・軽トラ担当の個人の携帯番号を記載依頼（お互いの携帯番号の交換も勧める）
6 ニーズ説明
・「活動依頼書」、「現地写真」を用いて説明する。後程、資材リストをみて必要なもの
を検討してもらうよう説明
※活動依頼書に記載のものは本部に相談すること
・NGリストを用いて説明
・「災害協力トイレ台帳」を用いてトイレの案内
※注意事項もあわせて説明すること
マスクの着用の徹底、くぎ踏み抜き注意、重いものを一人で運ばない、現調済のニーズ以外は対応できない、自己判断しない
※リーダー用の一式を個別ファイルに入れたまま渡す。軽トラ、送迎担当に地図等（ホッチキス止め）を渡す
7 リーダーの役割説明
・依頼主への訪問時の作業確認、活動完了の確認(☆完了、継続確認票の記入促し)
※依頼主への挨拶はみんなでしっかりすること
・バディコムでそれぞれの活動場所での活動開始・終了の本部への報告
・分別の判断（わからない場合は、本部に相談）
・活動報告書の記入、終了時のバディコム返却
8 リーダーにバディコムの説明
・MAP機能（枠内に設定、位置情報の説明）←枠内でないと音声やり取りができない
・トランシーバー機能（長押しで話せる、画面オフでも問題ない）
・チャット機能（過去の音声を再生できる、チャットでも音声が再生される）
・発言のタイミング
リーダー：依頼先の活動完了時、休憩時、分別の判断が難しいときなど
軽トラ：場所→場所への移動開始時。仮仮への出発時など
※本部にだれが連絡するのかを連絡する
「本部に〇班リーダー連絡します。いま1件目の依頼について活動終了しました。」
「本部に〇班軽トラ担当連絡します。いまから仮仮に向かいます。」
9 保健担当に救急セットを渡す。
保健担当はメンバーの体調管理、休憩に配慮する。
ケガをした際は本部へ連絡するように伝える。
救急セットは前に返却するよう伝える。
⑩質疑応答。シール・活動紹介票を回収
[bookmark: _GoBack]⑪資材場所への案内（２Fのものは自由に使用できる）。トイレに行き、資材置き場への誘導を班全員で待つように案内
※現調班等の手が空いている場合、１階での誘導は手伝ってもらえる


【参考】
仮仮置き場で分別の判断がわからず、過去に本部に確認のあったもの

搬入NG→プラスチック・紙ゴミ・乾電池・蛍光灯・ビン・カン・衣類・新聞雑誌・傘・金庫・業務用家電・庭土・灯篭・タイヤ・バッテリー・廃油・置き石

搬入後に分別が必要（搬入可）→家具、金属くず、石膏ボード（要土嚢袋）、土壁（要土嚢袋）、ガラス（要土嚢袋）、陶器（要土嚢袋）、絨毯、カーペット
